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2-35 悶査地区内r.n口規模別分布表

第三節町 家

1 概要

年代 数度の大火のため、高山では18世紀に遡る町家遺構はな

い。 緑も古いと考えられるのは、 m~文化財松本家住宅 ()l lDí(町)

で、 19世紀初期の建物である。調査地区は天保3年(J832) の大火

に見舞われていて、全焼したと言伝えられている。制査した約40輯!

の町家はみなとの大火後の遺構であった。 このうち 10隙が江戸末

期、 20棟が明治、 10棟は昭和である。このように別査した町家の建

築年代が江戸末期から明治に集中しているため、江戸時代を通じて

高山の町家の時代的変遣を考祭するこ とができない。また調査した

江戸末期から明治の30僚についても大きな変化はなく 、!日l取り、正

問外観、構造、細部についてみてもひとつの時代区分に属すると考

えた方がよい。明治末期まで伝統的な11¥J取りや:lJ!て力が受け継がれ

ていたのであろう。

昭和初期以降の10胡!のうち、31111は昭和初期の代表例と考えられ

る町家で、他は最近の建物である。

敷地計画 各戸の敷地は、道路に閉して短11&状に宅地割が行われ

ている。 建物配位は、道路に面して奥行の深い主~を配位する。 多

くの家では土蔵を持ち、主屋からやや離してm手にlI!てる。敷地|日i

口がとくに大きい家では、道路に面 して主昼と土蔵とを配位する

例と 、 主~と路を配置する例がある。

町家主屋は切実造 ・平入りで、正回全国に出の小さい庇をつける

のが普通である。入口は南側に設けるのが原則で、このsj()jIJは調査

地区内ばかりでなく 、高山の古い町家について全域で認められる。

入口をjil側に設けるのは、成の大手の側に設けたとか、京都sIJJに設

けたとか雷われるがl'{tiliEはない。

新しい:ill築の掛合も、だいたい旧採に則して南側に入口を設けて

いるが、北側にある家も一部に見受けられる。古い家で入口が北側

にある家は数軒ある。 も と道の東~lgにあった家を西側に移築 したた

めに入ロが逆になった例や、敷地北辺が道路に対 して斜めになって

いる場合、南側に矩形の部屋をとるために、土II¥Jを北側に;設けざる

を得ないので、入口が北側になった例など、特OI:な11.f，'1による。こ

うした数例はあるが、入口を南側に設ける原則は守られてきたと考

えてよい。町家の入口の{立位が同じ法則をも って並ぶと同じパター

ンの町家正闘が繰返すことになる。こうしたデザインの繰返Lも町

並)i'，鋭の特徴のひとつであろう。

2. 間取り

町家のml取りは、 片側に通り土!日1(高山ではどじと呼ぶ〉 を持つ、
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他の町にも多くみられる!日l取 りである。入口南側の原則から通り土

問lは南側にある。ごく 最近の新しい家は、伝統的な間取りではな

く、通り土聞を持たないものが建て られている。調査した4口敏のう

ち新しい家をのぞく 28棟の!日l取 りをみると、間取りは間口の広さと

強い相関関係があり 、大きく 4つのグループにわけられる。

調査地区内の町家を|川口の広狭によって 4グループに分けると、

その分布は表 2-34のようになる。この表の調査地区内のその他の

建物とは、土蔵 ・屋台政などの古い建物で町家主屋ではないもの、

および段近の新しい建物が含まれている。 1m取 りを別査した家のヨ

ち、古い!日i取りを残している町家は、表 2-36の通りである。

恵比須台組

屯事l'台組

上二之町

関査地区外

lH 

|三昨日制五町 |六位

砂zニ阪tig凹凹t谷家家家委商武野小 品登f国h家家録家
船久原 底田間 家家家

期大松 本野 家家家
考飛脚古民族館土 川 家

平白星念館

語松(JI文llii本ilBI家〕
日(大桑新家町)

8 8 6 

間取りの分類 土聞を除いた部屋の部屋列と、奥行の部屋数を組

合わせて、図 2-36のように 7つのタイプに分類した。間口三間半

以下111-0群、三l間半四間半のうち二津谷家は 2列群、他の 7

軒は 1-a群か 1-b群、五WJ一六間てPは小品家はどの訴にも入ら

ない特殊な間取り 、他の5軒は 2-a群か 2-b群、六間半以上の

うち船底家は 2列群、他の6軒f13-a群か3-b群である。

2-36 IUl取り調査をした家一覧

① 1-0群

この群の間取 りは、一階は 3尺から6

尺ほどの通 り土問と、通り土問に沿った

1列3室がある。 3室は表から「みせ」 ・

「おえ」 ・「おく 」で、この群には「だ

いどころ」がないのが特徴である。 rだ

いどころ」の機能は「おえ」が持ってい

たのであろう。通 り土!日1には「こみせ」

も持たなし、。

二階の IHJ取り をみると 、 ~手二階に本

座敷を持つ3例と持たない5例がある。

② 1-a群、 1-b群

1-a群は 3割lの突例と、IJfJ取 りによ

って採取した1m取 り2例とがある。一階

の間取 りは、1-0Jrtに 「だいどころ」の

張出しを什加したIHJ取 りと考えられる。

この群では「おえ」と並べて、狭くても

「かずき」 を持つ例がある。 1-a鮮の

中に二階束手に本鹿敷を持つ2例と、持

たない2例とがある。本座敷を持たない

のは 1- 0群 ・1- a群にみられるの

みで、以下の群はすべて本座敷を持って

いる。 1-b群は3例あ り、 1-.群の

「おく」 と 「おえ」の!日lに 「ぶつま」を
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• 1 1-.Ct 中付家(図版15)、砂国家、三塚家

.2 1-b群銅家(図版m・52)、訟本家(図版22

49)、大野家(図版27)

.3 2-'群 「おく」を本座数とするもの

阪国家(図版19)、二津谷家

.4 2-aCt 2階を本能数とするもの

高山家(図版17)、船底家

事 5 2 -b1:'1 野笠家(図版16)、武田家(図版18)

飛明民膝考古館(図版21. 4旬 、11l文

佳本家(図版29・57)

.6 3-aCf. 脈問家(図版14)、土川家(図版お

51 . 53)、久国家(図版25)、打保屋

(閣版26. 50 . 55) 

.7 3-b訴平聞記念館(図版24. 47 . 54)、高桑

家(図版28. 56) 

持つ。また二階爽手には必ず本座敷を設けている。 l-b群 3例の

うち、 1例は昭和初期!の建設で、この時期まで伝統的な!間取りが受

継がれていると考えられる。

1-'・l- b群ともに通り土faJt;こ「こみせ」を持つ。以下述べ

る各鮮にも原日IJとして 「こみせ」がある。

③ 2- .群、 2-b群

!日l口規模から言えば、二津谷家は UI.山下、船奴家は HUMである

が、IH1取り112-a群に入る。この群は 1-'群のI口lロを広くした

もので「かずき」があらわれてくる。 2-.幹では 「おく Jを本座

敷にする 2例と、二階u!手を本座敷にする 2例がある。 2-b群は

3例あり、 m文松本家も加えると 4例となる。 この群のIUJ取りは

「おく」を「だいどころ」の裏手に配位して、 「かずき」の裏手に

「ぷつま」と「ざしきJを配置する。 2室とするには余裕がなし

やや広い l室にして「ぶつま」と「ざしき」の両者の機能を持つ部

屋にする例もある。

Ø 3 - .~下、 3 - b群

前に述べてきた各鮮では、主屋は敷地IHJ口一杯に主ttつ。3列群で

11、主屋を敷地IUIロ一杯に建てないで、 「なかにわ」を道路に面し

て作り、 「なかにわ」に面するところに茶室を設ける例が多い。

2 :9lJ群とくらべて特徴的なのは、 「ざしき」と「ぶつま」が鍵の手

に張り出し、広い部屋をとることである。張り出しは 「ざしき」と

「ぷつま」が対になっていて、裏手が「ざしき」になる。 2-b群

にもあった、 「ざしき」と「ぷつま」を 1室で兼ねる例が3:9lJ群に

もある。 また 2:9lJ群までには見られなかった、呼ひ'名が定っていな

い部屋があることも特徴である。

3-'群は rt.!._、どころ」と rおく」が並ぶタ イプで4例あり、

ffi文日下f出家、同古 };:J~ もこの昨に属する。 rおくみせ」は茶室に

使用することを怒図 している らLく、数寄!ii風である場合が多い。

3-b群は 2例?あり、「だいどころ」の袈手に 「おく 」を配置する。

3列昨では、 「ぶつま」の前に小部屋を設けて茶室にする例が多

い。2列僻 ・HIJ群では 「みせ」と「みせおく」を 2室並べる例が

多いが、土川家のようにもと広い l室であった家がある。原岡家も

復原 してみると l室・であり、現在の 「なかにわ」はなく 、当初は敷

地のJI¥J口一杯に主犀が建っていてここまでが「みせJ1室であった。

「みせ」を縮少して 「みせ」と 「みせおく 」の 2宝と し、 「みせお

く」を茶室風に改造している。 3列酵の町家の多く は明治中頃から

末頃にJJ!てられていて茶室を持っているo.Iti{閃家がこのような改造

を行ったのは、この時期に「なかにわ」に[面するように茶室をつく

る風潮があったためではないだろうか。

間取りの性格 各群に共通するIUJlIitりの性格に触れておこう。
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まず炊事場は、古老の誌や旧井戸の位置から、もとは「おえ」の

前付近の土IUJにあった。次第に、主昆から通り土1111を裂に出た所に

庇をかけ、この付近で炊事をするようになった。炊事場をここに設

けているのは現在でも多く見られるが、主昆との繁がりの点で不便

なので、最近の改造をみると、もとの「だいどころ」か「どじ」を

改造したり、主屋に連続した張り出しを増築して、新しい生活様式

に応じた台所としている例も多い。

「おえ」と「だいどころ」の上部は吹妓である。そこで1列群で

は、二階は裏手の 「ざしき」と表側の「みせにかい」に分離され

る。 rざしき」へは「おえ」から昇り、 「みせにかし、」へは別の階

段や、梯子があったらしい。現在では、分離されていた「ざしき」

と「みせにかし、」を工夫して述絡し合う家が多い。

各群一階の部屋は、 次のような使い方を Lていた。 rみせ」と

「みせおく」や「こみせ」は商家では営業スベースで、オープγな

部屋である。 rみせおく」は 「みせ」にくらべると、やや奥まった

感じで、客に応対する部屋であったらしく 、権を一段上げたり、や

や格式ばった部屋にする。 rみせ」よりも奥に入ることは、商いの

ためではなしこの家を訪問することを意味していた。 rみせ」と

「おえ」との境にあたる土問には、軽い間仕切やのれんが餅り、こ

とから内は、 「家」に入るという怠味をもっていた。

「おえ」は上に述べた意味から、この家に入った最初の部屋にあ

たり、応対や取次が行なわれる部昆である。 1列群には、 2・3列

群にある「だいどころ」がないので、応対や取次の部屋としての駿

能とともに、日常生活の場としての部屋でもあった。

「かずき」は「おえ」と並ぶ部屋で、家の中央にあって、閉鎖的

な部屋である。 rかずき」と云う部屋の呼称は高山以外ではeeわれ

ていないようで、その意味も明らかでないが、収納スペースとして

の納戸と考えられる。 1列群などで、 狭いにもかかわらず 「かず

き」を設けるのは、こうした収納スベースを確保するためであった

のだろう。

古老の話によれば、背から出産はこの部屋に限られたという。衣

類にちなんだ納戸、出産など、 「かずき」は-t:性に関係の糠い部屋

と考えられていたという。

「だいどころ」にはイロリを切る。ここは家族のwる部屋である。

「おえ」にイロリを切っている例があるが、最近の改造によるもの

が多い。本来「おえ」にはイロリを切らず、 「だいどころ」だけに

切っていた。

「おく」は寝室にあたる部屋である。「おく」と土11.¥]の境や「お

く」と「だいどころ」境は壁であって、閉鎖的な部屋であった。

次に二階の部屋について述べる。
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2-38 rみせ」・「おえ」境の 「どじ」にかかるのれん

2-39 rどじ」を仕切る軽L、Jl!A



2-40 大戸

2-41 絡干の大戸

「みせにかい」は、間口の広い家では、壁で仕切った互いに行き

来が出来ない 2つの室に分けられている例が多い。この場合 1室は

「こみせ」や「どじ」から昇る部屋で、使用人の部屋や物置として

利用された。他の l室は「みせ」 ・「かずき」などから昇る部屋で

家人が利用する屋根裏部屋であったのであろう。後者は明治頃から

家人が生活する部屋として利用するようになる。それに伴って部屋

としての整備が進み、天井を張るようになる。表側の軒高が低いた

め、部屋全体に平らに張ると天井高が低くなるので、屋根面に沿っ

てへの字形に天升を張る。 rみせにかい」が家人の日常生活に必要

な空間として考えられるようになると、壁の仕切りをやめ、行き来

の出来る部屋をつくってゆく。間口の小さい家の「みせにかい」も

使用人の部屋や物置であったが、次第に家人が日常生活に利用する

部屋になってゆく。

生活空間として「みせにかい」が考えられるようになって、天井

を向くし、平らに張ることが要求されるようになり 、中二階建から

本二階建へとかわってゆく。軒高を向くし、本二階建の町家が建ち

始める時lPlf1、二節でも述べたように昭和初期頃である。

「ざしき」が 2階袈手にあるのは、 1列群の特徴である。これら

はmlロが狭いために、一階に「ざしき」を設けることができず、ま

た表側に「ざしき」を設けると本二階建になり、これは禁令などで

建てることができなかったので、二階裂手に設けざるを得なかった

のであろう。IHJ口が広い家は、一階の奥まった所に座敷を設けるし、

多少IUI口が狭い家でも、一階に 「ざしき」を設けている例からみる

と、 「ざしき」は一階に設ける方が本式であったと考えられる。

3.正面

高山の倒fを歩くと、何軒も続く絡干に気付くし、庇を支える腕木

にも特徴を見い出すことができる。そして軒の出が深いこと、屋恨

面が見えないことにも気付く。屋根回が見えないために、町家正面

軒下部分が述統して、町並無観の最も目立つところとなっている。

そこで町家正面の江戸末期以後の変化を考祭することによって、町

並景観の変化を明らかにすることができる。

町家正面の変化に関係する軒高 ・庇高については二節で述べた。

ここでは高山の町家の特徴に挙げられる格子についてまず述べ、格

子の他に正而を構成している一階 ・二階の}]!Jtについて述べる。つ

ぎに今回の捌査で、庇に古いタイプと新しいタイプがあることがわ

かったので、このことを説明する。

格子 現在高山の町家正liiiの各柱!日lは、入口を除けばシトミ 、

格子、ガラス格子戸、ガラス戸である。ガラス戸に矧するものは、

v)ff曲新しい形式である。
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梁組は、まず太い梁を「おえ」 ・「だいどころ」の吹伎で十字に

架ける。この太い突は鴨居から2尺程の高さのところに架けるので

よく見える。太い梁の位置は、高山以外の町家に比べると低い位置

にあり、特徴的である。太い梁の上に、断面5寸x8寸程の架を一

間wに架行 ・桁行に縦横に架ける。この上に束を立て、もう一度縦

横に同じ契組をして束を立て、母屋桁に至る。!fiと束だけで織成さ

れ、r.tは用いていない。貨を用いないことも、高山の架組の特徴で

あろう。貨を用いずに、東と梁だけで闇めて椛造的に耐えられるの

は、屋狼n材が板で荷重の負担が少いからであろう。

吹 抜 「どじ」 に入札 「みせ」と「おえ」境ののれんをくぐ

ると、 「おえ」の前に出る。ここに一歩足を進めたときに、契組と

吹主主空間の広がりが目に入る。この梁組は苅山町家の内部空間を、

もっとも特徴づけているものである。

吹故と架組は京都の町家などと異なり、木曽の町家や、飛腐一円

の農家に似る。

吹抜に天窓やt:jl.、位置に側窓を設ければ光が入る。 rおえ」 ・「だ

いどころ」は家の中央部にあるけれども、天窓から採光することに

よって切るい空間となる。そのため「おえ」の周囲に配位されてい

る各部屋も、明るさを得ることができる。昭和22年に消防法が改正

されたのが契機となり、住民のあいだに防火に対する定、識が高まっ

て、それまで板葺であった屋展が一斉にトタン廷にかわり始めた。

トタ γ主主にかえるときに、天窓を設けたり、大きくすることが行な

われた。天窓を大きく設けたことは、古い町家でも比較的快適に生

活し続けることを可能にし、高山で町並がのこっていったひとつの

要因としてあげられる。天窓は各家おもいおもいの形をとってい

て、必ずしもデザイン的に優れているとは宮えない。 ただ昆桜面は

道路から見えないので、天窓が町並景観に直接大きなw轡を与えて

いないのは幸いである。

二 階 二階の構造についてみてみると、まず「みせ」は根太天

井で、それがそのまま「みせにかい」のゆかになっている。「みせに

かい」は天井を張らず、登契やE量級裂がよるえていた。二階爽手に「ざ

しき」を持っている町家では、制1を奥行の中央よりも後に下け'てい

る。表の軒高が低い上に勾配がゆるいので、割lを奥行の中火に設け

ると、二階u>手の「ざしき」では天井を平らに張ることができず、

また必~な天井高を確保することもできない。そこで敏を後に下げ

ていると考えられる。

建具 内部空IUIを引締めているものに述J~がある。 町家の:m具

はデザインに優れ、多くは蒋Itl塗で美しい。これらの:mAも高山の

町家の特徴のひとつである。
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2-45 庇詳細様式図左古い形式右新しい形式

*11 広小舞状で、 庇の王E担買を受ける.地元でも呼称が

ないので、軒先板と称することにした。

2-46 町家内部のm具




